

















































































































































































































































































































































































































































































































































































 comparison of the proceeds，
 with 
the 
souncl 
value 
o
n
 date 
of 
sale. 
W
~
言
宗
e
ほ
1
~
1
i
!
~
-
~
百
-
I
 tぐ
兵
O
J
u.
:
お
お
心
感
{
域
布
告
ま
へ
と
よ
札
J
~
(
組
終
E空
宇
)
1
-
O
.
，
p
6
'
~
~
1
-
O
為
'
〈担
θ
)
t~ 11 
(思
1
i
~
刊
さ
さ
模
Lよ
皇
居
キ
)
ú
\
~
+
!
.
，
p
6
'
~
暗
号
。
。
il:a
8
 
í何
F
ぐ
"'~"'I
拭
11
g[
J
漁
1
~
己
記
cr~埋も4
己
í~þ
....Jl
~
0
!
D
I
~
提
.
.
l
J
割
(
符
持
者
己
実
γ
環
境
ゐ
綜
ド
甲
同
心
均
立
(\Vhere
this 
ends 
at 
a
 place 
other 
thaa 
the 
ori~inal 
destination
，
)
占
差
異
.
.
.
.
J
~
r
謡
史
合
結
ト
.
.
，
(termination 
of 
the 
adventure)Q 
{~f官
~
Ë
\
増
己
.
.
.
.
J
'
;
'
ょ
ぬ
己
顎
ATJtぎ
ニ
。
44
巡
~
~
1
 ~ 8'認{P.:!
~
封
〈
区
法
~
8
'
鑓
株
~
料
招
不
信
ミ
~
4
:
\
~
己
な
い
渥
与
さ
~
Ì
"
"
"
習
Lよ
名
:
b
l
-
O
渥
縫
縫
い
1
l
t
の
時
恕
ベ
J;担
u
¥
1-0 
"<吟
u
1
選
民
~
(il:ä8
)
舟
~
定
e
割
く
[
@
:
~
岳
$
a
$
:
t
t
<
u
.
お
い
iヰ
~
m
j
l
1
11lキ)l'O己
県
知
』
持
:;"0
t
~
l
l
~
8
'
~
~
ヰ
4
魚
tJ
6' ~長
ê
6
'
現
R
荷主主日三....)
+! 
l'O 
..w 
6' p
 ~
 1-0
0
 
m
 -
J:::;，.."ト八，4
J::¥ 
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黒
豆
1
・民
1
1
m
説
・
蕊
+
i
く
選
主
義
1
1
~
己
詞
←
t
Q
味
芸
員
己
誠
二
γ
I
 1J-iJ 
商
業
主
経
済
，
一
二
入
詑
① 
こ
の
一
般
原
則
は
「
Y
、
A
J
K
、
一
九
二
四
」
に
は
文
字
規
則
「
G
」
に
明
白
に
規
定
ぜ
ら
れ
て
お
名
O
然
る
に
第
二
項
が
草
案
と
し
て
提
出
せ
ら
る
』
や
、
第
一
次
の
合
議
に
於
て
は
、
ア
ル
ブ
レ
ッ
ド
、
ジ
l
グ
エ
キ
ン
グ
(
巴
吋
・
〉
]
町
『
包
∞
一
g
o
r宮
崎
)
其
他
の
強
硬
な
る
反
針
に
逢
ひ
之
を
削
除
す
る
に
決
し
た
が
パ
詰
①
〉
起
草
委
員
の
一
人
た
る
レ
オ
ボ
ル
ド
、
ド
l
ル
(
円
。
。
匂
0
5
ロO
吋
)
の
主
張
に
よ
り
再
び
討
議
に
付
せ
ら
れ
、
第
二
次
合
議
に
於
て
、
二
十
八
封
八
の
而
一
対
決
に
よ
り
て
採
用
せ
ら
る
L
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
ハ
詫
①
V
① 
戸
4
0円円。同伴
}
H
o
p
r
q・岳山円与の
c巳巾
H
8
2
。『
p
o
F
Z
E
E
Z
E
一円
.54
〉加国
onuzo-MY巳
仏
己
的
門
cnrro
一ヨ・町・
8
4・
詑
@
目立仏
-
H
v
・
2
4・
こ
の
第
二
項
の
是
非
に
就
て
は
其
成
立
の
蛍
初
よ
り
猶
今
日
に
至
る
ま
で
論
議
せ
ら
る
h
庖
で
あ
っ
て
、
ご
れ
に
は
二
つ
の
重
要
な
る
貼
に
就
て
非
難
が
あ
る
。
第
一
の
非
難
の
要
貼
は
共
同
海
損
々
失
の
計
算
に
関
し
て
は
航
海
終
了
時
が
決
定
的
時
期
な
る
に
.
第
二
項
の
規
定
に
よ
れ
ば
積
荷
の
使
絡
の
算
定
及
び
共
同
海
損
々
失
額
の
算
定
に
付
て
は
不
確
定
な
る
或
る
将
来
の
時
期
が
決
定
的
と
な
っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
共
同
海
損
精
算
の
基
礎
た
る
航
海
終
了
時
に
於
け
る
債
総
が
考
慮
せ
ら
れ
守
不
限
定
な
る
後
日
の
市
場
債
総
に
基
づ
い
て
荷
主
は
損
失
の
賠
償
を
受
く
る
に
至
る
。
こ
の
結
果
、
同
一
積
荷
に
し
て
其
積
荷
が
全
部
喪
失
せ
ら
れ
た
る
や
或
は
段
摂
後
一
民
却
せ
ら
れ
大
る
や
に
依
り
て
異
な
る
賠
償
や
受
く
る
に
至
る
も
の
に
し
て
共
同
海
損
の
原
則
に
反
し
、
叉
論
理
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
ハ
詑
①
〉
詑
①
ぐ
O円
。
{
=
ロ
2
z
n
r
q
口
一
回
宮
内
r
o
c円0
・
己
目
。
∞
z
n
r
r
o
F
M
R
国内閉め
E
p
m
o
s
q
己
目
。
吋
OHW'krEJ4mG
同
巳
2
・
E
M
F
H
4・『・
問。勺
0
1・
5
E・
H
V
・
8
4・
第
二
の
非
難
の
要
貼
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
共
同
海
損
々
失
額
を
算
定
す
る
時
は
同
一
債
格
の
積
荷
に
し
て
、
こ
れ
が
安
全
に
到
達
若
く
ば
全
部
喪
失
せ
る
や
或
は
段
損
し
寅
却
せ
ら
れ
た
る
や
に
依
り
て
分
捻
債
格
を
異
に
す
る
に
至
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
〈
註
①
〉
詰
① 
.
〈
日
仏
ロ
ロ
g
g
n
r
o
H
ロ
日
間
宮
島
2
1・ロ
-
P
・
O
-
H
4・同・
以
上
二
つ
の
非
難
の
中
、
第
一
の
非
難
に
就
て
は
、
現
今
に
て
は
.
其
不
蛍
な
る
こ
と
を
認
む
る
も
の
が
多
然
し
第
二
の
非
難
に
封
し
て
は
、
消
極
的
に
同
項
規
定
を
賠
護
す
る
者
は
あ
る
が
、
〈
註
⑦
〉
れ
る
範
固
に
於
て
は
、
未
冗
同
項
に
針
す
る
こ
の
非
難
を
、
積
極
的
に
駁
論
し
、
吾
人
を
首
肯
せ
し
む
る
に
足
。
吾
人
の
知
る
も
の
が
な
い
。
現
時
に
於
け
る
搭
威
的
思
者
た
る
英
図
の
ヂ
ヨ
!
ジ
二
フ
パ
!
ト
二
フ
ド
ル
フ
氏
ハ
註
①
〉
(の
g
G
O
河
口
匂
O
Z
H
C
E
0
5
抑
制
逸
の
グ
ル
ハ
ル
ト
、
ホ
ツ
ホ
グ
レ
!
パ
l
氏
ハ
註
①
〉
(
の
O円
E
H仕
出
Oの
『
四
円
p
r
o
「
)
す
ら
第
二
の
非
難
の
事
資
を
認
め
て
ゐ
る
。
主
⑦ 
口
町
一
の
ヂ
ロ
。
nげに円以
σ日
・
回
忌
門
HRm・凸同
Ommo
出
匂
巾
円
。
一
∞
〉
ロ
コ
-
M・出
h
百円同・∞
-
H∞。・
。・
H
F
H戸
E
Cロ・
当
日
吋
O
円w-〉ロ
7
4
R℃
同
己
a・町・
H
2
・
以
下
0
・
① 
。g目
。
河
口
匂
巾
円
同
一
mEC}『
は
「
Y
、A
A
、R
、
一
九
二
四
」
の
却
.
草
委
日
(
、
共
同
精
神
井
者
協
合
々
長
島
勤
め
に
人
で
あ
る
。
其
辞
書
に
-J 
ヨ
ー
グ
、
ア
ン
ト
y
l
プ
規
則
一
九
一
一
四
年
第
十
大
総
第
二
項
に
封
す
お
非
難
に
就
い
て
一
二
九
商
業
と
経
訴
↓
三
O
F
O
J
4
ロ
門
同
市
九
F
P
J
4
C
『。2
H
O
B
}
p
z
g
m印
p
r・
。
門
ゴ
向
島
・
吋
}
H
O
吋
O
円r
'
k
r
5
5
6門
司
河
口
一
2
・
等
が
あ
ろ
。
註
① 
O
R
E
E
ニ山
cos-
与
日
は
昌
一
2
0
一一ロロ向。戸弘
2
E
Z
E
P円一
gu-oロ
吋
2
5
3
1・〈
2紅
白
r
q
H
E
M回
a
〈
2
Z
E
2
の
柄
纂
者
k
リ
、
口
『
-
F
E
R
百
円
山
岳
な
老
後
の
濁
遜
に
於
げ
ろ
第
一
人
者
で
あ
ろ
o
d一門戸
n
r
u
o
g
m
E
同
P
4
0
同
日
目
第
三
収
第
二
谷
口
、
一
九
二
八
年
九
月
ロ
円
・
回
忌
門
H
O
B
が
蒋
作
の
中
詮
病
に
倒
れ
十
い
ろ
以
後
は
出
o
n
y
m門
知
げ
足
立
(
後
ら
継
承
し
出
版
ぜ
ろ
も
の
で
あ
ろ
Q
本
論
文
が
主
と
し
て
取
扱
は
ん
と
す
る
庭
は
、
今
猫
、
了
解
せ
ら
れ
ざ
る
第
二
の
非
難
の
不
蛍
な
る
こ
と
に
就
て
y
あ
る
。
吾
人
は
、
こ
の
第
二
の
非
難
に
針
し
て
は
躍
に
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
方
法
が
他
の
方
法
よ
り
も
比
較
的
に
優
れ
た
る
こ
と
を
蹄
護
せ
ん
と
す
る
も
の
に
非
守
、
進
ん
で
非
難
の
根
採
た
る
事
賢
の
存
在
ぜ
ざ
る
こ
と
を
明
か
に
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
論
文
に
於
て
は
、
非
難
の
事
賢
を
認
め
つ
h
、
第
二
項
の
方
法
を
賠
護
す
る
数
多
の
議
論
も
叉
結
局
正
蛍
な
ら
ざ
る
こ
と
が
明
白
と
な
る
で
あ
ら
う
。
本
論
文
は
主
と
し
て
以
上
の
目
的
を
有
す
る
も
、
本
目
的
を
達
す
る
鍔
に
、
第
二
項
の
規
定
は
積
荷
の
共
同
海
損
に
失
額
算
定
方
法
と
し
て
は
、
理
論
上
何
等
誤
り
な
き
こ
と
を
了
知
す
る
必
要
あ
る
が
故
に
、
先
づ
第
一
の
非
難
も
正
蛍
な
ら
ざ
る
こ
と
を
明
か
に
し
、
而
し
て
後
.
本
論
文
の
主
た
る
目
的
に
進
め
よ
2
1
ノ。
二
、
第
の
非
難
の
制
限
謬
に
就
て
抑
々
、
共
同
海
損
行
銭
に
因
り
て
荷
主
の
被
む
る
損
失
は
共
同
海
損
行
局
同
な
き
場
合
に
於
て
荷
主
が
亨
有
す
べ
き
利
盆
に
し
て
共
同
海
損
行
傍
に
因
り
て
失
へ
る
利
盆
の
債
格
で
あ
る
。
こ
の
損
失
が
航
海
終
了
地
に
於
け
る
陸
揚
け
完
了
時
を
標
準
と
し
て
決
定
せ
ら
る
べ
き
こ
と
は
共
同
海
損
精
算
の
原
則
上
論
を
伎
に
な
い
所
で
あ
る
。
ハ
註
①
)
註
① 
「
Y
J
A
、
R
、
一
九
二
四
」
規
則
G
、
第
十
六
僚
の
規
定
に
よ
れ
ぼ
航
海
終
了
地
に
於
げ
ろ
船
舶
到
達
の
H
L標
準
と
す
ろ
こ
と
恥
規
定
J
ろ
も
、
各
国
の
貨
際
非
に
が
、
て
は
殆
ん
E
積
荷
の
陸
揚
か
完
了
し
れ
ろ
H
L標
準
と
し
て
お
ろ
、
こ
れ
「
Y
、
A
、
R
、
一
九
二
四
」
の
規
定
に
反
す
ろ
も
の
で
あ
ろ
が
、
共
岡
山
町
損
々
央
は
出
来
ろ
rげ
良
質
の
一
損
失
与
計
算
す
ぺ
、
き
も
の
な
ろ
が
故
に
、
こ
れ
は
詐
さ
る
べ
き
事
で
あ
ろ
o
ス
ト
Y
グ
ホ
W
ム
令
議
に
於
て
、
こ
の
鮎
み
修
正
し
な
か
つ
土
事
は
成
ろ
ぺ
〈
苔
規
定
ル
保
存
ぜ
ん
と
す
お
意
思
が
め
つ
れ
事
に
某
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
従
来
一
般
に
行
は
れ
れ
慣
習
ら
廃
止
ぜ
ん
と
す
ろ
意
思
は
全
然
な
か
っ
土
。
故
に
こ
の
鮎
に
つ
い
て
は
規
則
の
文
字
に
拘
束
ぜ
ら
ろ
ぺ
き
も
の
で
は
な
い
、
只
こ
の
貼
の
修
正
が
行
は
れ
な
か
っ
士
こ
と
は
然
L
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
士
U
2・
同
・
戸
E
Cロ
-
B広・
3
・
2
1
8〉
積
荷
が
全
部
喪
失
し
た
る
と
き
は
積
荷
の
損
失
は
積
荷
の
安
全
到
達
の
場
合
に
於
て
享
有
す
べ
か
り
し
荷
主
の
純
利
盆
の
償
絡
で
あ
る
が
、
分
損
の
時
は
荷
主
の
損
失
は
積
荷
の
安
全
到
達
の
場
合
に
享
有
す
べ
き
純
利
盆
と
現
寅
に
荷
主
が
享
有
し
た
る
純
利
盆
と
の
差
額
で
あ
る
。
積
荷
の
安
全
到
達
の
場
合
に
於
け
る
荷
主
の
享
有
す
べ
き
純
利
盆
は
陸
揚
け
完
了
時
に
於
け
る
積
荷
の
市
場
債
椅
よ
わ
積
荷
が
安
全
に
到
注
し
た
る
場
合
に
於
て
は
支
挑
ふ
べ
く
、
全
部
喪
失
せ
る
場
合
に
は
支
抑
ふ
こ
と
を
発
が
る
べ
き
費
用
を
控
除
せ
る
も
の
で
あ
り
、
荷
主
が
現
貨
に
亨
有
し
た
る
純
利
盆
は
陸
揚
け
完
了
時
に
於
け
る
段
損
積
ヨ
1
グ
、
ア
シ
ト
y
I
プ
規
則
一
九
二
四
年
第
十
六
候
第
二
項
に
封
す
る
非
難
に
就
い
て
一
一
一
商
業
主
経
済
一一
一
荷
の
市
場
債
格
よ
り
積
荷
が
全
部
喪
失
せ
る
も
の
と
す
れ
ば
支
出
す
る
を
充
か
る
べ
き
費
用
に
し
て
、
段
損
朕
態
に
於
て
到
達
し
た
る
が
匁
に
現
資
に
支
出
し
た
る
費
用
を
控
除
せ
る
も
の
で
あ
る
。
積
荷
の
完
全
債
格
G 
全
部
喪
失
の
場
合
支
出
す
る
を
売
か
る
べ
き
費
用
K 
段
損
積
荷
の
現
賢
債
格
B 
全
部
喪
失
せ
る
も
の
と
す
れ
ば
支
出
す
る
を
充
か
る
べ
き
費
用
な
る
も
現
資
に
支
出
し
た
る
費
用
K' 
共
同
海
損
A
M
失
V 
と
仮
定
す
れ
ば
ぐ
H
(の
l
H内
)
l
(回
l
問
、
)
J
F
1
H
(
の
|
切
〉
l
(閃
l
問、)
こ
h
に
(
同
|
問
、
)
は
積
荷
の
安
全
到
達
の
場
合
に
於
て
支
出
す
べ
き
も
積
荷
が
段
損
し
た
る
が
銭
に
発
れ
た
る
費
用
を
示
す
。
従
っ
て
積
荷
の
段
損
し
た
る
場
合
に
於
け
る
共
同
海
損
々
失
は
積
荷
の
完
全
債
絡
と
現
賃
債
格
と
の
差
額
で
は
な
い
、
二
れ
よ
り
更
に
安
全
到
慈
の
場
合
支
出
す
べ
き
も
積
荷
が
段
損
し
た
る
が
鍔
に
支
出
す
る
を
売
が
れ
た
る
費
用
を
控
除
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
積
荷
の
償
絡
は
完
全
債
絡
及
び
段
提
積
荷
の
使
格
共
に
専
門
家
の
鑑
定
に
よ
り
て
之
在
定
む
る
こ
と
を
得
る
も
の
で
あ
る
が
段
損
積
荷
の
使
松
は
寅
際
に
こ
れ
を
寅
却
す
る
こ
と
に
依
り
て
最
も
正
確
に
定
む
る
こ
と
が
出
来
る
ハ
詰
①
U
。
事
賞
多
く
の
場
合
に
於
て
公
頁
せ
ら
れ
る
。
貰
却
日
が
陸
揚
け
完
了
日
に
於
て
行
は
る
』
時
は
.
共
同
海
損
損
失
額
の
定
算
は
容
易
で
あ
る
つ
何
等
問
題
の
起
る
鈴
地
は
な
い
。
然
し
笠
際
上
積
荷
の
公
貨
が
陸
揚
け
完
了
日
に
於
て
行
は
る
h
こ
と
は
稀
で
あ
る
ハ
註
①
〉
。
註
① 
H
9
2
H円
凶
巾
%
の
巾
ロ
m
g
-
P
2
5
m
m
w・
A
山
岳
何
色
・
匂
・
ωhFト
ザ
ロ
o
Z
ロ
・
同
ロ
F
o
g
m
ω
O『
の
R
g
z
n
o
g
g
o仏
庄
司
田
崎
山
口
門
H0
仏
〈
凹
H巳
凶
器
者
o
o
c
山
門
巧
Oロ
記
げ
日
岳
日
g
F
ロ
ロ
丘
町
自
勺
0mmF一
0・
S
2
2
円
E
E
F
o
m
o
g白
s
z
o
E
S可
岳
H
H
O
O
F
2
岳
hHロ
件
げ
と
え
p
o
同
uc
げに
omp-mmJ4F円
。
『
同
hHFho
勺一
poohH仲
間
門
伊
丹
凸
仏
日
ロ
門
2
1『料一回・
詰
①
段
損
ぜ
ら
れ
れ
る
積
荷
は
元
の
舶
に
て
怒
泡
ぜ
ら
ろ
』
こ
と
め
リ
、
又
他
の
般
に
て
運
送
ぜ
ら
あ
』
二
と
め
リ
本
加
の
到
達
前
に
到
渚
す
る
こ
と
あ
り
、
或
は
そ
れ
に
遅
れ
ろ
こ
と
が
あ
ろ
Q
其
積
荷
の
由
民
却
日
の
如
告
航
海
終
了
日
に
行
は
る
』
こ
と
は
稀
で
あ
ら
う
。
ハ
F
出
・
・
同
三
o一
同
・
佳
品
・
町
・
3
・〉
然
る
時
は
共
同
海
損
A
M
失
の
算
定
上
こ
の
頁
却
手
取
金
の
取
扱
に
付
て
問
題
が
生
守
る
。
何
と
な
れ
ば
若
し
陸
揚
け
完
了
後
に
於
て
市
債
の
愛
動
あ
る
と
き
、
貰
却
手
取
金
は
陸
揚
け
完
了
日
に
於
け
る
額
と
異
な
る
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。
Y
、A
、R
、
「
一
九
二
四
」
第
十
六
傑
第
二
項
は
、
こ
の
場
合
に
於
り
る
共
同
海
損
々
失
額
算
定
方
法
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
印
ち
一
叫
以
損
せ
ら
れ
た
る
積
荷
か
到
達
後
資
却
せ
ら
れ
た
る
と
き
は
共
同
協
拐
と
し
て
賠
償
せ
ら
る
べ
き
損
失
額
は
資
却
の
日
に
於
け
る
完
全
債
格
と
寅
却
手
取
ヨ
ー
グ
、
ア
シ
ト
H
Y
1
プ
規
則
一
九
二
四
年
第
十
六
経
第
二
項
に
封
寸
ろ
非
難
に
就
い
て
一一
一
商
業
と
経
許
一
三
四
金
と
の
比
較
よ
り
生
守
る
損
失
本
を
雌
舶
到
達
の
日
(
邸
ち
陸
揚
け
完
了
の
日
)
に
於
け
る
完
全
債
絡
に
遁
用
し
て
算
出
せ
ら
る
h
』
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
陸
揚
け
完
了
日
に
於
け
る
完
全
債
絡
一、
0
0
0
資
却
日
に
於
け
る
完
全
債
格
一、四
0
0
一
員
却
手
取
金
八
O
O
と
仮
定
す
れ
ば
共
同
海
損
々
失
額
は
H
-
A
H
O
O
-
-
∞。
ァ。
。×
I
l
l
-
H
A
M
∞・句
切
】
・
品
C
O
と
な
る
。
然
る
に
こ
の
計
算
方
法
に
封
し
て
は
、
既
に
述
べ
た
る
が
如
、
ぎ
非
難
が
あ
る
。
そ
の
妥
結
は
.
こ
の
計
算
方
法
に
よ
れ
ば
積
荷
の
債
格
の
算
定
及
び
共
同
海
損
々
失
額
の
算
定
に
就
て
は
共
同
海
損
精
算
の
原
則
た
る
航
海
終
了
時
に
於
け
る
債
格
が
考
慮
せ
ら
れ
手
不
確
定
な
る
後
日
の
市
場
債
務
が
基
礎
と
な
り
、
従
っ
て
同
一
積
荷
に
し
て
其
積
荷
が
全
部
喪
失
せ
る
や
、
設
損
し
て
到
達
し
貰
却
せ
ら
れ
た
る
や
に
依
り
て
異
な
る
賠
償
額
が
算
定
せ
ら
れ
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
ハ
詰
①
ν
。
言主
① 
ぐ
巾
円
何
日
ロ
ロ
E
Z与
の
門
口
町
出
}
)
旬
。
『
2
5・
h
H
・
P
・
0
・
見
'm円以
0
2
0同
F
0
4
ω
ω
己
・
の
O
ロ
『
巾
円
。
口
口
。
.
同
v
・
A
山
O
可・
然
ら
ば
非
難
者
は
如
何
な
る
方
法
在
以
て
正
賞
な
る
方
法
と
主
張
せ
ん
と
す
る
や
?
従
来
こ
の
場
合
に
適
用
せ
ら
れ
た
る
方
法
は
一
、
陸
揚
け
完
了
日
に
於
け
る
完
全
積
荷
の
純
債
格
よ
り
資
却
手
取
金
を
控
除
す
る
方
法
(
第
一
法
と
略
務
す
)
二
、
積
荷
が
貰
却
せ
ら
れ
に
る
日
の
完
全
積
荷
の
純
債
格
よ
り
寅
却
手
取
金
吾
控
除
す
る
方
法
(
第
二
法
と
略
檎
す
)
の
何
れ
か
で
あ
っ
た
〈
註
①
ν
。
詰
① 
河
口
仏
o-
ご
σ一
色
・
つ
・
匂
-
H
o
o
-
H
O
N
-
「Y
、A
、R
、
一
九
二
四
」
第
十
六
傑
第
二
項
の
方
法
一
以
下
第
三
法
と
略
稀
す
)
の
非
難
者
は
第
一
法
こ
そ
共
同
海
浪
々
失
額
算
定
の
合
理
的
方
法
で
あ
る
と
主
張
し
て
ゐ
る
の
そ
の
一
五
ふ
所
に
よ
れ
ば
第
一
法
は
航
海
終
了
時
に
於
け
る
完
全
債
務
と
貰
却
手
取
金
と
の
差
額
が
共
同
海
損
と
し
て
賠
償
せ
ら
る
』
こ
と
h
な
り
て
荷
主
は
常
に
航
終
了
時
に
於
け
る
債
格
を
填
補
せ
ら
る
』
に
至
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
ハ
詮
①
〉
こ
の
理
論
は
リ
チ
ヤ
l
グ、ロ
l
ン
グ
氏
に
よ
り
て
古
く
よ
り
主
張
せ
ら
れ
た
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
日
く
「
積
荷
の
犠
牲
は
投
荷
な
る
唯
一
の
題
目
の
下
に
取
扱
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
何
ん
と
な
れ
ば
賠
償
せ
ら
る
べ
き
金
額
に
閲
す
る
限
り
桜
花
の
犠
牲
は
投
狩
と
同
一
の
基
礎
に
擦
り
取
扱
ふ
べ
き
も
の
で
あ
ヨ
l
グ
、
ア
ン
ト
y
I
プ
規
則
一
九
二
四
年
第
十
六
候
第
二
項
に
封
す
あ
非
難
に
就
い
て
一
三
五
商
業
と
経
川
部
一三ムハ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
印
ち
積
荷
が
共
同
の
利
盆
の
傍
に
破
壊
せ
ら
れ
た
る
と
き
賠
償
せ
ら
る
べ
き
金
額
は
投
荷
の
場
合
に
賠
償
せ
ら
る
べ
き
金
額
と
同
額
に
し
て
一
部
の
段
損
の
場
合
に
於
て
は
投
荷
の
場
合
に
賠
償
せ
ら
る
べ
き
金
額
と
質
際
の
手
取
金
と
の
差
額
で
あ
る
ハ
註
①
¥
。
註
①
前
掲
註
①
同
庁
r
h
H
E
F。
巧
ロ
ハ
H
g
u
吋
r
o
F
P巧
O
司
自
白
口
市
E
-
〉
2
5向。
.Aru
何
仏
-
H
V
・
ω
お・
今
こ
の
主
張
を
敷
桁
し
具
健
的
に
数
字
告
以
っ
て
前
例
に
従
ひ
、
依
り
に
陸
揚
け
完
了
日
に
於
け
る
完
全
債
格
一、
0
0
0
頁
却
日
に
於
け
る
完
全
債
格
一、四
0
0
資
却
手
取
金
八
O
O
と
す
れ
ば
第
三
法
に
よ
る
積
荷
の
共
同
海
損
々
失
は
全
損
積
荷
に
封
し
て
は
、
一
、
0
0
0
が
認
め
ら
れ
、
段
損
積
荷
に
針
し
て
は
四
二
八
・
五
七
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
全
損
積
荷
の
荷
主
は
、
一
、
0
0
0、
段
損
積
荷
の
荷
主
は
貰
却
手
取
金
八
O
O
と
共
同
海
損
々
失
四
二
八
、
五
七
と
の
合
計
一
、
二
二
八
・
五
七
を
保
有
す
る
に
至
る
つ
然
る
に
第
一
法
に
よ
る
と
き
は
共
同
海
損
々
失
と
し
て
全
損
積
荷
に
針
し
て
は
一
0
0
0、
段
損
積
荷
に
封
し
て
は
、
二
O
O
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
積
荷
が
全
損
に
蹄
せ
る
場
合
に
於
て
も
段
損
せ
ら
れ
た
る
場
合
に
於
て
も
共
に
一
、
0
0
0
が
保
有
せ
ら
る
h
に
至
る
。
故
に
共
同
海
損
A
M
失
額
の
計
算
方
法
は
第
一
法
を
以
っ
て
正
蛍
と
す
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
主
張
の
加
く
共
同
海
損
の
精
算
に
於
て
は
荷
主
は
全
部
喪
失
せ
ら
れ
た
る
や
、
段
損
せ
ら
れ
た
る
や
、
叉
安
全
に
到
達
し
大
る
や
に
よ
り
て
何
等
影
響
せ
ら
る
h
こ
と
な
く
総
べ
て
同
一
地
位
に
置
か
る
べ
き
こ
と
が
根
本
原
別
で
あ
る
。
然
し
こ
の
主
張
は
航
海
終
了
時
に
於
て
作
品
あ
る
。
再
4
局
す
れ
ば
、
積
荷
が
全
部
喪
失
、
或
は
段
損
せ
ら
れ
た
る
と
或
は
安
全
に
到
達
し
た
る
と
を
問
は
歩
荷
主
が
同
一
地
位
に
置
か
る
べ
き
こ
と
は
精
算
の
時
期
大
る
航
海
終
了
時
に
於
て
作
品
あ
る
。
第
一
法
の
主
張
者
は
こ
の
時
期
に
閲
す
る
貼
在
者
過
し
て
ゐ
る
。
印
ち
第
一
法
に
於
て
は
寅
却
手
取
金
を
其
億
陸
揚
け
完
了
日
に
於
け
る
完
全
位
校
よ
り
控
除
す
る
も
寅
却
手
取
金
は
陸
揚
け
完
了
日
に
於
り
る
積
荷
の
債
絡
で
は
な
い
。
頁
却
手
取
金
は
航
海
終
了
時
と
資
却
時
間
に
於
け
る
市
場
債
格
の
影
響
研
y
受
け
て
ゐ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
方
法
に
よ
れ
ば
市
場
債
格
の
著
し
き
後
化
の
揚
合
に
は
最
も
明
白
に
其
の
不
都
合
が
表
れ
る
。
今
仮
り
に
、
積
荷
の
段
損
が
一
割
な
る
場
合
に
航
海
終
了
後
に
於
け
る
債
絡
の
騰
貴
が
二
割
に
も
及
べ
ば
既
に
共
同
海
損
A
M
失
は
皆
無
と
な
る
。
反
封
に
市
僚
が
下
落
す
る
時
は
共
同
海
損
々
失
額
が
下
落
に
膝
じ
て
増
加
す
る
積
荷
の
共
同
海
損
は
航
海
終
了
時
に
於
け
る
荷
主
の
被
む
る
損
失
に
し
て
其
後
の
市
場
こ
と
h
な
る
。
債
格
の
後
勤
に
よ
り
て
影
響
を
受
く
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
故
に
陸
揚
け
完
了
日
に
於
け
る
荷
主
の
損
失
を
算
定
す
る
に
は
、
民
却
手
取
金
を
其
依
控
除
す
べ
き
で
は
な
い
。
一
民
却
手
取
金
を
陸
揚
け
完
了
日
に
ヨ
ー
グ
、
ア
シ
ト
y
I
プ
規
則
一
九
二
四
年
第
十
六
除
第
二
項
に
封
す
ろ
非
難
に
就
い
て
一
三
一
七
商
業
と
経
済
一
三
八
於
け
る
段
損
積
荷
の
債
格
に
還
元
す
る
必
要
が
あ
る
。
頁
却
手
取
金
を
陸
揚
け
完
了
日
に
於
け
る
積
荷
の
債
格
に
還
元
す
る
に
は
頁
却
手
取
金
が
貰
却
日
に
於
け
る
完
全
債
絡
に
針
す
る
割
合
を
陸
揚
け
完
了
日
に
於
け
る
債
格
に
遁
用
す
れ
ば
よ
い
。
∞O
C
 
H
-
0
0
0
×
i
l
i
-
-
H
印-コ・ム
ω
】・品。。
印
ち
頁
却
手
取
金
八
O
O
は
航
海
終
了
時
に
於
て
は
、
五
七
一
・
四
三
の
債
務
を
有
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
前
例
に
よ
れ
ば
こ
の
額
を
航
海
終
了
時
に
於
け
る
債
格
一
、
0
0
0
よ
り
控
除
す
れ
ば
残
額
四
二
八
・
五
七
は
共
同
海
損
々
失
額
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
「
Y
、
A、
R
、
一
九
二
四
」
第
十
六
傑
第
二
項
の
規
定
は
ご
の
計
算
方
法
を
簡
略
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
第
一
法
は
こ
の
黙
を
者
遜
せ
る
貼
に
於
て
設
り
が
あ
る
つ
印
ち
、
第
一
法
は
、
一
方
に
於
て
航
海
終
了
時
に
於
け
る
債
絡
を
基
礎
と
す
る
貼
に
於
て
正
蛍
な
る
も
、
他
方
頁
却
手
取
金
を
其
僅
控
除
す
る
貼
に
於
て
誤
謬
ー
が
あ
る
。
第
二
法
に
至
り
で
は
、
更
に
被
控
除
額
を
資
却
時
に
於
け
る
完
全
債
格
と
す
る
が
故
に
可
こ
の
黙
に
就
て
も
誤
謬
が
あ
る
。
第
二
法
は
段
損
積
荷
の
損
失
額
の
算
定
の
時
期
に
就
て
陸
揚
け
完
了
日
を
全
然
無
視
す
る
こ
と
』
な
る
。
そ
の
結
果
、
全
部
喪
失
せ
ら
れ
た
る
積
荷
と
段
損
せ
ら
れ
た
る
積
荷
と
の
間
に
算
定
の
時
期
密
兵
に
す
る
こ
と
L
な
り
、
市
場
債
格
の
幾
化
に
よ
り
て
或
極
端
の
場
合
に
は
全
部
喪
失
せ
ら
れ
た
る
積
荷
よ
り
も
反
っ
て
段
損
積
荷
が
多
額
の
共
同
海
損
々
失
を
認
め
ら
る
h
に
至
る
不
都
合
を
生
守
る
。
例
へ
ば
積
荷
の
段
損
が
八
割
な
る
に
市
債
か
二
倍
と
な
れ
る
場
合
に
は
段
損
積
荷
の
共
同
海
損
額
は
全
部
喪
失
せ
る
積
荷
よ
り
も
更
に
多
額
と
な
る
。
市
債
の
下
落
の
場
合
叉
類
似
の
不
都
合
が
坐
宇
る
。
「Y
、A
、R
.
一
九
二
四
」
第
十
六
傑
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法
的
ち
第
三
法
こ
そ
「
船
舶
到
達
の
日
に
於
け
る
完
全
債
格
が
決
定
的
基
礎
」
と
な
り
、
爾
後
の
市
場
債
務
の
凶
変
動
よ
り
溺
立
す
る
も
の
で
あ
る
ハ
註
@ν
。
第
一
例
市
債
が
騰
貴
し
た
る
場
合
陸
揚
け
完
了
日
に
於
け
る
完
全
債
格
一、
0
0
0
頁
却
日
に
於
け
る
完
全
債
務
一、四
0
0
一
民
却
手
取
金
八
O
O
な
る
と
き
共
同
海
損
々
失
額
は
第
一
法
f
o
c
o
-
-
∞c
m
w
H
M
M
C
C
 
第
二
法
同
w
A
。Q
l
t
∞。
H
H
a
o
o
第
三
法
]
-
h
H
O
C
-
』∞
0
0
ア
c
c
c
×
ー
ー
ー
、
】
・
品
。
。
日お∞・印吋
第
二
例
市
僚
が
下
落
せ
る
場
合
ヨ
ー
グ
、
ア
シ
ト
H
y
l
プ
規
則
一
九
二
四
年
第
十
六
候
第
三
項
に
封
す
お
非
難
に
就
て
い
一一一一九
商
業
と
経
済
一四
O
陸
揚
け
完
了
日
に
於
け
る
完
全
債
格
一、
0
0
0
資
却
日
に
於
け
る
完
全
債
格
七
O
O
頁
却
手
取
金
四
O
O
な
る
と
き
共
同
海
損
々
失
額
は
第
一
法
】
W
C
C
C
『
l
A
。
n
H
a
o
o
第
二
法
一可CO
l
-
品。
H
U
ω
Q
G
第
三
法
ゲ。。×
一可。
l
'
A
0
0
吋
C
C
H
お∞・印吋
註
① 
d-円山岳・出。。
5
5
σ
タ
の
円
。
∞
話
回
2
2
0
一-
M
-
出
-
m
-
丸
山
∞
・
以
上
の
説
明
に
よ
り
て
明
か
な
る
が
如
く
、
第
一
法
及
び
第
二
法
こ
そ
「
共
同
海
損
の
原
則
及
び
論
理
に
反
し
」
荷
主
は
共
同
海
損
々
失
に
関
し
て
「
航
海
終
了
後
に
於
け
る
市
債
の
幾
化
を
負
搭
す
る
こ
と
」
と
な
る
。
〈
註
①
〉註
ω
d
E
o
r
'出。。
r
m円以
σ日『
・
。
げ
の
ロ
門
]
H
H
・
、
第
二
の
非
難
の
誤
謬
に
就
て
「
Y
、A
、R
.
一
九
二
四
」
第
十
六
傑
第
二
項
に
封
す
る
第
二
の
非
難
は
同
規
定
に
よ
る
方
法
に
よ
り
て
共
同
海
損
々
失
を
算
定
す
る
時
は
、
同
一
債
絡
を
有
す
る
積
荷
な
る
に
拘
ら
や
ノ
安
全
に
到
達
、
若
く
ば
全
部
喪
失
せ
る
積
荷
と
.
段
拐
し
頁
却
せ
ら
れ
た
る
積
荷
と
の
間
に
分
捻
債
絡
を
異
に
す
る
に
至
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
O 
詳
言
す
れ
ば
、
こ
h
に
商
人
あ
り
て
三
ク
の
同
一
債
格
の
積
荷
を
運
迭
す
る
時
は
其
積
荷
が
安
全
に
到
達
す
る
や
、
全
部
喪
失
す
る
や
、
或
は
段
損
す
る
や
に
よ
り
て
分
搭
債
格
を
具
に
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
分
捻
債
絡
は
同
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
共
同
海
損
精
算
の
原
別
で
あ
る
。
然
る
に
第
十
六
傑
第
二
項
の
方
法
に
よ
り
て
共
同
海
損
失
を
算
定
す
る
時
は
こ
の
結
果
に
到
達
し
な
い
。
第
一
法
を
採
用
す
る
場
合
に
於
て
始
め
て
こ
の
目
的
が
蓬
せ
ら
る
L
と
云
ふ
の
で
あ
る
ハ
註
①
vo
詰
① 
山
川
畑
旬
。
ー
1
4
2
-
-
フ
ド
ル
フ
氏
の
引
例
に
よ
れ
ば
、
こ
の
計
算
は
次
の
如
く
で
あ
る
〈
註
①
)
0
一
、
市
場
債
絡
が
騰
貴
し
た
る
場
合
陸
揚
け
完
了
日
に
於
け
る
完
全
債
格
一O
O
務
資
却
日
に
於
り
る
完
全
債
格
一O
砂
ヨ
l
グ
、
ア
シ
ト
H
Y
1
プ
規
則
一
九
二
四
年
第
十
六
係
第
二
項
に
封
す
ろ
非
難
に
就
い
て
四
商
業
と
経
済
頁
却
手
取
金
な
る
と
き
は
共
同
海
損
々
失
額
第
一
法
第
二
法
第
三
法
四
五
O
跨
H
O
O
-
-
印C
H
H
印。
】。
1
1
U
O
H
H
。
5
0
×
 
H
E・
g・凶
共
同
海
損
分
段
債
格印
。
(
同
笹
山
川
知
ゆ
)
十
印
Q
(
山
市
召
務
節
々
汚
)
H
-
c
c
第
一
法
第
二
法
第
三
法
印
。
(
岡
山
M
Z
〕
川
河
怜
)
+
き
(
治
召
務
部
、
や
》
)
H
H
H
C
印Q
(
岡
昌
明
好
怜
)
+
E
(
治
冨
務
部
¥
守
山
か
)
H
H
C
品
二
、
市
場
債
格
が
下
落
し
た
る
場
合
一0
0
.研
陸
揚
け
完
了
日
に
於
け
る
完
全
債
格
八
O
務
寅
却
手
取
金
貰
却
日
に
於
け
る
完
全
債
務
四
O
砂
な
る
と
き
は
共
同
海
損
々
失
額
第
一
法
第
二
法
第
三
法
H
o
e
-
-
品
。
H
u
a
c
∞Q
1
1
品
Q
H
H
品
。
o 
o 
× 
CX:Iム
010  
1 。1
0 
共
同
海
損
分
捻
債
格さ
(
矧
笹
山
μ
好
ゆ
)
+
g
(治
冨
宮
山
田
々
法
)
I
H
C
。
第
一
法
第
二
法
第
三
法
詰
①
さ
(
同
笹
山
川
持
出
町
)
十
さ
(
治
ヨ
箭
話
、
や
山
唱
が
)
U
αコ
o 
ム
C
(
庇
答
申
突
出
吋
)
+
印
Q
(
洪
冨
務
部
b
》
)
日
~ 
o 
0
.
H戸・
H戸
戸
内
凶
c
ロ
F
E
.
勺
・
℃
-
H
O中
-
H
C
M
ホ
ツ
ホ
グ
レ
l
パ
l
氏
の
引
例
に
よ
れ
ば
・
次
の
加
く
で
あ
る
ハ
註
①
〉
0
一
、
市
場
債
格
が
騰
貴
し
た
る
場
合
陸
揚
け
完
了
日
に
於
け
る
完
共
債
格
一、
0
0
0
一
民
却
手
取
金
一
民
却
日
に
於
け
る
完
全
債
格
八
O
O
な
る
と
き
一四
0
0
ヨ
1
グ
、
ア
シ
ト
y
I
プ
規
則
一
九
二
四
年
第
十
六
除
第
二
項
に
封
す
る
非
難
に
就
い
て
一
四
三
商
業
と
経
済
共
同
海
損
々
失
額
第
一
法
第
二
法
第
三
法
一
四
四
】"。。。『
l
∞Q
C
H
U
M
Q
O
】・4
。
l
t
∞。
O
H
H
白。
Y
8
0
×
 
ム
"， 10 
歪1
、-，α3
Cコ。
1 
，;:. 
『。
αコ
c1 、1
共
同
海
損
分
段
使
絡
M
O
。
(
治
週
務
部
、
中
-
》
)
H
r
。。
第
一
法
第
二
法
第
三
法
∞Q
Q
(
湖
笹
山
川
河
出
町
)
十
∞。
Q
(
矧
笹
山
川
知
ゆ
)
十
。
。
。
(
治
冨
務
部
¥
や
》
)
u
r
A
O
O
∞。
Q
(
河
umz
山
川
知
ゆ
)
+
お
∞
・
印
一
吋
(
淋
召
箭
鼠
ふ
》
)
H
f
M
M
∞
-s
二
、
市
場
債
格
下
落
の
場
合
一、
0
0
0
陸
揚
け
完
了
日
に
於
け
る
完
全
債
格
寅
却
手
取
金
貰
却
日
に
於
け
る
完
全
債
格
四
O
O
な
る
と
き
共
同
海
損
々
失
第
一
法
七
O
O
y
c
o
o
l
A
C
Q
H
g
Q
 
第
二
法
吋C
O
l
s
品。
H
u
ω
0
0
第
三
法
r
o
c
o
x
 
パ可。
l
t
品。
吋。
日
お
∞
-s
共
同
海
損
分
悦
賠
償
格
第
一
法
ム
C
Q
(
同
U
苦
情
持
ゆ
)
十
。
。
。
(
治
沼
務
部
、
々
滑
)
H
r。。
第
二
法
A
O
C
(
河
umzωμ
好
ゆ
)
十
ω
O
Q
(
治
富
一
話
料
山
々
》
)
U
吋。
第
・
三
法
品
。
。
(
畑
笹
山
川
日
常
伶
)
+
お
∞
-S(治
ヨ
一
駒
山
知
¥
や
》
)
日
∞
ゆ
∞
-s
詰
① 
d
E岳
山
向
。
。
r
m
円。σ
2
h
H
・ロ
0
・回・同∞。.
こ
の
非
難
の
主
張
の
事
寅
に
関
し
て
は
二
フ
ド
ル
フ
氏
及
び
ホ
ツ
ホ
グ
レ
l
パ
l
氏
の
如
、
す
も
第
一
法
を
除
い
て
は
共
同
海
損
分
縫
債
格
は
陸
相
掛
け
完
了
日
に
於
け
る
債
格
と
異
な
る
事
査
を
認
容
し
て
ゐ
る
。
(
詮
②
)
註
@ 
中
・
同
・
河
口
色
。
=
-
E仏
・
宅
-
H
O中
-MOM-
SHEHaHHon-】
凶
円
S
R
・ロ
-
P
・
O
-
m
-
H
8
・
然
し
こ
の
非
難
に
封
し
て
は
第
二
項
の
規
定
を
大
健
次
の
加
く
競
護
し
て
ゐ
る
。
一
、
第
十
六
傑
第
二
項
に
よ
れ
ば
共
同
海
損
分
搭
債
絡
は
積
荷
が
安
全
に
到
達
せ
る
場
合
、
若
く
ば
全
部
喪
失
せ
る
場
合
と
段
損
せ
る
場
合
と
の
聞
に
、
異
な
る
結
果
を
生
宇
る
も
、
こ
れ
「
Y
、A
、R
、
一
九
二
四
」
の
規
則
注
反
で
は
な
い
。
第
十
六
傑
及
び
第
十
七
傑
の
規
定
は
共
に
共
同
海
損
分
捻
額
が
同
一
な
る
ヨ
ー
グ
、
ア
シ
ト
y
l
プ
規
則
一
九
二
四
年
第
十
六
候
第
二
項
に
封
す
る
非
難
に
就
い
て
一
四
五
商
業
と
経
潰
一
四
六
べ
き
を
要
求
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
ハ
詰
①
〉
。
註
① 
。・
H
F
・
河
口
仏
Q
】『・
日目)一向・℃・
H
O
中・
二
、
段
損
積
荷
は
第
十
六
傑
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
て
共
同
海
損
々
失
を
算
定
す
る
時
は
、
陸
揚
け
完
了
日
に
於
け
る
債
格
を
以
っ
て
分
段
す
る
も
の
に
非
守
、
従
っ
て
同
一
積
荷
に
し
て
安
全
到
達
若
く
ば
全
部
喪
失
せ
る
も
の
と
異
な
る
債
格
を
以
っ
て
分
陰
す
る
に
至
る
。
こ
の
貼
に
就
て
は
第
一
法
に
劣
る
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
法
が
共
同
海
損
々
失
額
に
就
て
市
場
債
格
の
幾
動
に
よ
り
て
影
響
せ
ら
る
』
快
貼
は
共
同
海
損
分
携
債
絡
の
算
定
に
於
て
、
粉
々
正
確
を
期
し
得
る
利
盆
よ
り
も
更
に
重
大
な
る
快
貼
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
第
十
六
傑
第
二
項
の
方
法
が
共
同
海
損
々
失
の
貼
に
於
て
正
確
な
る
こ
と
は
分
捻
債
務
に
於
け
る
多
少
の
快
貼
は
こ
れ
を
償
ふ
に
足
る
も
の
で
あ
何
と
な
れ
ば
共
同
海
損
々
失
に
於
け
る
金
額
の
差
は
荷
主
全
部
こ
れ
を
責
搭
す
べ
き
も
分
捻
債
格
に
於
け
る
差
異
は
荷
主
に
と
り
で
は
分
擦
の
歩
合
に
於
て
の
み
長
援
す
る
か
ら
で
あ
る
。
る。
蓋
し
、
分
援
額
は
分
陰
債
格
以
上
に
昇
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
〈
註
①
vo
註
①
d
一門戸のゲ回。。
r
m円
αげ
日
同
-
P
P・
O-m-
品
。
.
の
・
同
・
・
河
口
白
0
弓
・
守
山
色
・
3
・
5
M
l
H
O
O
-
以
上
述
ぺ
た
る
こ
の
涜
設
の
主
張
は
第
二
の
非
難
の
不
蛍
を
設
服
す
る
に
足
ら
ざ
る
の
み
な
ら
す
、
そ
の
主
張
も
叉
首
肯
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
吾
人
の
意
見
に
よ
れ
ば
賠
護
論
の
第
一
妥
結
の
主
張
の
如
く
「
Y
、A
、R
、
一
九
二
四
」
の
規
定
は
共
同
海
損
分
拾
に
闘
し
同
一
債
格
の
積
荷
に
し
て
安
全
到
達
若
く
ば
全
部
喪
失
せ
る
場
合
と
段
損
せ
る
場
合
と
に
よ
り
て
其
分
捻
債
絡
を
異
に
す
る
こ
と
を
認
容
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
共
同
海
損
の
精
算
が
共
同
海
損
々
失
並
び
に
分
捻
依
絡
に
就
て
航
海
終
了
時
、
印
ち
、
陸
揚
け
完
了
日
に
於
け
る
債
絡
を
基
礎
と
す
べ
き
こ
と
は
「
Y
、A
、R
、
一
九
二
四
」
を
一
貫
す
る
確
定
せ
る
原
別
で
あ
る
。
文
字
規
則
G
は
こ
の
原
則
を
表
言
し
、
第
十
六
傑
は
更
に
共
同
海
損
々
失
に
関
し
、
第
十
七
傑
は
分
悦
賠
償
格
に
闘
し
、
こ
れ
を
再
び
確
認
し
て
ゐ
る
。
-
次
に
第
二
の
賠
設
は
第
十
六
傑
第
二
項
が
第
一
法
よ
り
比
較
的
に
優
れ
た
る
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
論
理
上
正
蛍
な
る
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
要
す
る
に
こ
の
競
護
は
第
十
六
傑
第
二
項
に
針
す
る
第
二
の
非
難
を
完
全
に
反
設
す
る
に
足
ら
な
い
。
然
ら
ば
第
二
の
非
難
の
如
く
第
十
六
傑
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
共
同
海
損
々
夫
算
定
は
共
同
海
損
精
算
の
原
則
達
反
と
し
て
認
容
せ
ら
る
べ
き
も
の
な
り
や
? 
吾
人
は
明
白
に
然
ら
?
と
確
言
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
第
十
六
傑
第
二
項
に
規
定
す
る
共
同
海
損
々
失
算
定
方
法
が
共
同
海
損
精
算
の
原
則
上
何
等
談
り
な
こ
の
貼
に
付
て
は
既
に
疑
の
係
地
は
な
い
。
分
段
低
絡
の
算
定
に
於
て
こ
の
規
定
に
よ
る
場
合
に
於
て
不
都
合
の
生
す
る
時
は
そ
の
他
の
要
素
に
何
放
に
共
同
海
損
き
こ
と
は
玩
に
十
分
に
之
を
泣
明
し
に
。
ヨ
ー
グ
、
ア
シ
ト
y
l
プ
規
則
一
九
二
四
年
第
十
六
候
第
二
項
に
封
す
あ
非
難
に
就
い
て
一
四
七
商
業
と
経
済
一
四
八
等
か
の
誤
謬
の
存
在
す
る
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
。
右
の
例
に
示
し
た
る
方
法
に
よ
れ
ば
共
同
海
損
分
捻
債
総
は
積
荷
の
頁
却
手
取
金
と
共
同
海
損
々
央
額
と
を
加
算
し
た
る
も
の
を
以
っ
て
せ
ら
れ
で
ゐ
る
。
こ
の
方
法
は
一
般
に
認
容
せ
ち
れ
た
る
方
法
で
あ
つ
に
。
然
し
、
非
難
の
事
賢
は
、
こ
L
に
其
原
因
巻
戒
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
抑
々
共
同
海
損
分
陰
債
絡
が
、
航
海
終
了
時
印
も
陸
揚
け
完
了
日
に
於
け
る
債
格
を
標
準
と
し
て
算
定
せ
ら
る
べ
き
こ
と
は
共
同
海
損
々
失
が
航
海
終
了
日
ぞ
基
礎
と
せ
ら
る
べ
き
こ
と
h
同
様
に
共
同
海
損
精
算
の
原
別
で
あ
る
。
積
荷
が
安
全
到
達
若
く
ば
全
部
喪
失
せ
る
場
合
と
段
損
せ
.
ら
れ
た
る
場
合
と
に
依
り
て
分
権
侵
絡
告
異
に
す
る
が
如
き
は
決
し
て
認
容
せ
ら
る
べ
き
で
は
な
い
。
「
Y
、A
、R
、
一
九
二
四
」
の
規
則
は
明
白
に
こ
れ
を
規
定
し
て
ゐ
る
。
印
ち
文
字
規
則
G
は
一
般
原
則
を
示
し
、
第
十
七
傑
は
共
同
海
損
分
陰
使
格
に
闘
し
、
更
に
確
A
一
一
目
し
て
ゐ
る
。
日
く
「
共
同
海
損
の
分
挽
は
航
海
終
了
の
時
に
於
け
る
財
産
の
現
賓
の
正
味
債
格
に
犠
牲
財
産
の
共
同
海
損
々
失
額
を
加
算
せ
る
も
の
で
あ
る
」
(
以
下
略
〉
。
郎
ち
段
損
積
荷
の
共
同
海
損
分
段
低
絡
は
航
海
終
了
日
に
於
け
る
致
摂
積
荷
の
純
債
絡
に
共
同
海
損
々
失
額
を
加
算
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
段
損
積
荷
の
頁
却
が
航
海
終
了
日
と
異
な
る
一
定
の
日
に
行
は
れ
た
る
時
は
頁
却
手
取
金
な
る
も
の
は
航
海
終
了
日
に
於
り
る
積
荷
の
純
債
絡
を
示
す
も
の
で
は
貰
却
手
取
金
は
航
海
終
了
日
と
貰
却
日
と
の
聞
に
於
け
る
市
場
債
格
の
幾
動
に
よ
り
て
影
響
を
，L
町、
O
J
I吋
B
U
受
け
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
つ
故
に
共
同
海
損
々
失
額
の
算
定
に
於
て
こ
の
額
を
直
ち
に
航
海
終
了
日
に
於
け
る
積
荷
の
完
全
債
松
若
く
ば
寅
却
日
に
於
け
る
完
全
債
格
よ
り
控
除
す
る
こ
と
が
訣
れ
る
と
同
様
に
共
同
海
損
分
陰
債
格
の
算
定
の
場
合
に
於
て
も
貰
却
手
取
金
を
そ
の
億
基
礎
と
す
る
こ
と
は
訣
り
で
あ
る
。
共
同
海
損
分
断
陥
債
絡
の
算
定
に
蛍
り
て
も
寅
却
手
取
金
は
こ
れ
を
航
海
終
了
日
に
於
け
る
積
荷
の
債
絡
に
還
元
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
還
元
は
貢
却
手
取
金
が
頁
却
日
に
於
け
る
完
全
債
絡
に
封
す
る
割
合
を
航
海
終
了
時
の
完
全
債
絡
に
遁
用
す
れ
ば
よ
い
。
新
く
て
算
定
し
た
る
航
海
終
了
時
に
於
け
る
積
荷
の
債
格
と
共
同
海
損
々
失
と
を
合
算
せ
る
も
の
、
こ
れ
積
荷
の
共
同
海
損
分
携
債
格
で
あ
る
。
第
一
例
市
場
債
格
が
騰
貴
し
た
る
場
合
陸
務
け
完
了
日
に
於
け
る
完
全
債
格
一0
0
0
頁
却
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に
於
け
る
完
全
債
格
一四
0
0
一
只
却
手
取
金
八
O
O
と
す
れ
ば
陸
揚
け
完
了
日
に
於
け
る
段
損
積
荷
の
債
絡
は
弐
の
如
く
で
あ
る
。
お
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ぉ
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今
こ
れ
を
前
例
に
お
ね
ば
共
同
協
扱
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失
額
は
ヨ
ー
グ
、
ア
シ
ト
y
l
プ
規
則
一
九
二
四
年
第
十
六
除
第
二
項
に
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す
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に
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1
却
代
0
0
第
二
法
三
O
O
第
三
法
四
二
八
・
五
七
な
る
が
故
に
こ
れ
に
基
づ
き
て
共
同
海
損
分
陰
債
務
を
算
定
す
れ
ば
失
の
如
し
。
第
一
法
印
ご
・
会
(
一
回
路
弓
削
吋
田
口
淳
一
W
N
V
熔
部
郡
山
可
む
)
珂
設
)
+
8
0
(
淋
剤
一
前
部
k
q
》
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U
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い
ご
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ぉ
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法
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ω
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十
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(
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。
右
の
例
に
よ
り
て
明
か
な
る
が
如
く
第
十
六
傑
第
二
項
の
方
法
に
よ
り
て
算
定
せ
ら
れ
た
る
場
合
に
於
て
始
め
て
同
一
位
絡
を
有
す
る
積
荷
は
常
に
同
一
債
裕
一
、
0
0
0
を
以
っ
て
分
捨
し
他
の
方
法
に
よ
る
場
合
に
於
て
反
っ
て
非
難
の
事
官
が
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
十
六
候
第
二
項
是
非
難
し
た
る
墜
者
も
亦
、
或
は
こ
れ
を
掠
護
し
た
る
撃
者
も
.
こ
の
鈷
に
於
て
一
般
に
重
大
な
る
錯
誤
に
陥
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
以
上
に
よ
り
て
第
十
六
傑
第
二
項
に
謝
す
る
第
二
の
非
難
も
亦
、
之
に
封
す
る
錦
護
も
共
に
其
事
質
を
誤
っ
て
ゐ
た
こ
と
、
従
っ
て
何
等
根
底
な
き
非
難
若
く
ば
践
例
議
論
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
。
ハ
一
九
三
回
、
一
、
九
)
ヨ
ー
グ
、
ア
シ
ト
y
l
プ
規
則
一
九
二
四
年
第
十
六
係
第
二
項
に
封
す
お
非
難
に
就
い
て
一五
